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１．炉心損傷防止対策の有効性評価



3炉心損傷防止対策の有効性評価（１／６）

＜ PRA実施範囲＞
・出力運転時内部事象レベル1 （炉心損傷頻度 6.2E-06／炉年）
・地震レベル1 （炉心損傷頻度 9.5E-07／炉年）
・津波レベル1 （炉心損傷頻度 4.7E-07／炉年）

ＰＲＡ プラントの特徴（重大事故等対策未考慮） 主要な重大事故等対策

出力運転時
内部事象
レベル１

炉心損傷頻度は，崩壊熱除去機能喪失の割合が大きい

⇒除熱手段（残留熱除去系を用いた除熱）の喪失により炉心損傷に至
るリスクが相対的に大きい

・原子炉補機代替冷却系による除熱
・格納容器フィルタベント系による除熱
・ガスタービン発電機による電源供給

地震
レベル１

炉心損傷頻度は，全交流動力電源喪失の割合が大きい

⇒地震による全交流動力電源喪失後，原子炉隔離時冷却系が自動起
動し，一定時間運転を継続するものの，その後，蓄電池の直流電源
供給能力が枯渇して原子炉隔離時冷却系が機能喪失することにより
炉心損傷に至るリスクが相対的に大きい

・原子炉隔離時冷却系による原子炉注水
・低圧原子炉代替注水系（可搬型）による
原子炉注水

・格納容器フィルタベント系による除熱

津波
レベル１

炉心損傷頻度は，海水ポンプエリアへの浸水により最終ヒートシンクが
喪失する崩壊熱除去機能喪失の割合が大きい

⇒防波壁を越えて遡上する津波の波力により，海水ポンプエリア防水
壁が損傷し，補機冷却系喪失による崩壊熱除去機能喪失に至るリス
クが相対的に大きい

・原子炉補機代替冷却系による除熱
・格納容器フィルタベント系による除熱
・ガスタービン発電機による電源供給

ＰＲＡ結果から得られるプラントの特徴



4炉心損傷防止対策の有効性評価（２／６）

事故シーケンスグループ別 事象（内部／外部）別

崩壊熱除去
機能喪失
（88％）

全交流動力
電源喪失
（4.9％）

内部事象
（82％）

地震
（12％）

全ＣＤＦ：7.7E-06／炉年

津波
（６％）

ＰＲＡ結果から得られるプラントの特徴（プラント全体のＣＤＦ比較）
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＜個別プラントのレベル１ＰＲＡ＞

内部事象

規則解釈１－１（ｂ）のシーケンスグループ
（個別プラント評価により抽出するもの）

外部事象（適用可能なもの）
⇒ 地震，津波

＜事故シーケンス・炉心損傷頻度（ＣＤＦ）算出結果＞

規則解釈１－１（ａ）のシーケンスグループ
（必ず想定することとされているもの）

• 高圧・低圧注水機能喪失
• 高圧注水・減圧機能喪失
• 全交流動力電源喪失
• ＬＯＣＡ時注水機能喪失

規則解釈１－２（ａ）を適用するもの

国内外の先進的な対策を考慮
しても炉心損傷防止対策が困
難なものであるが，格納容器
破損防止対策に期待できる。
また，全ＣＤＦへの寄与が小さ
いことを確認。

審査ガイド２．２．３に基づき，
シーケンスグループごとに重
要事故シーケンスを選定し，
有効性評価を実施

＜重要事故シーケンスの選定＞

• 崩壊熱除去機能喪失
• 原子炉停止機能喪失
• 格納容器バイパス
（インターフェイスシステムＬＯＣＡ）

• 外部事象による建物・構築物の損傷 等

その他：１－２（ａ） ，（ｂ）での対応が困難なもの

＜有効性評価へ＞

＜炉心損傷防止が困難なもの＞

• 大破断ＬＯＣＡ＋ＥＣＣＳ注水失敗 等

規則解釈１－２（ｂ）を適用するもの

規則解釈に基づき，「１－１（ａ）の事故シーケンスグループ
とＣＤＦ又は影響度の観点から同程度であるか等から総合
的に判断」＜追加すべき事故シーケンスグループの確認＞

注水機能や電源機能等の安全機能の喪失，又は複数の安全機能喪失を経て炉心損傷に至るもの
であり，内部事象と同様に，必ず想定することとされている事故シーケンスグループに含まれる。

⇒ 新たに追加すべき事故シーケンスグループは抽出されないと判断

炉心損傷防止対策の有効性評価（３／６）

（格納容器破損防止対策の
有効性評価へ）

事故シーケンスグループ及び重要事故シーケンス選定プロセス

内部事象 地震 津波 合計

過渡事象＋高圧炉心冷却失敗＋低圧炉心冷却失敗 9.6E-10

過渡事象＋圧力バウンダリ健全性（ＳＲＶ再閉）失敗＋高圧炉心冷却（ＨＰＣＳ）失敗＋低圧炉心冷却失敗 2.9E-11

手動停止＋高圧炉心冷却失敗＋低圧炉心冷却失敗 1.2E-13 1.2E-13 <0.1  

手動停止＋圧力バウンダリ健全性（ＳＲＶ再閉）失敗＋高圧炉心冷却（ＨＰＣＳ）失敗＋低圧炉心冷却失敗 1.2E-13 1.2E-13 <0.1  

サポート系喪失＋高圧炉心冷却失敗＋低圧炉心冷却失敗 1.7E-10 1.7E-10 <0.1  

サポート系喪失＋圧力バウンダリ健全性（ＳＲＶ再閉）失敗＋高圧炉心冷却（ＨＰＣＳ）失敗＋低圧炉心冷却失敗 3.5E-12 3.5E-12 <0.1  

過渡事象＋高圧炉心冷却失敗＋原子炉減圧失敗 1.6E-09 3.4E-08 3.6E-08 0.5

手動停止＋高圧炉心冷却失敗＋原子炉減圧失敗 2.1E-13 2.1E-13 <0.1  

サポート系喪失＋高圧炉心冷却失敗＋原子炉減圧失敗 4.8E-10 4.8E-10 <0.1  

外部電源喪失＋交流電源（ＤＧ－Ａ，Ｂ）失敗＋高圧炉心冷却（ＨＰＣＳ）失敗 2.6E-09 3.0E-07

外部電源喪失＋交流電源（ＤＧ－Ａ，Ｂ）失敗＋圧力バウンダリ健全性（ＳＲＶ再閉）失敗＋高圧炉心冷却（ＨＰＣＳ）失敗 8.0E-12 1.4E-09

外部電源喪失＋交流電源（ＤＧ－Ａ，Ｂ）失敗＋高圧炉心冷却失敗 1.1E-11 6.0E-08

外部電源喪失＋直流電源（区分１，２）失敗＋高圧炉心冷却（ＨＰＣＳ）失敗 3.7E-12 1.1E-09

冷却材喪失（中小ＬＯＣＡ）＋高圧炉心冷却失敗＋低圧炉心冷却失敗 3.1E-13

冷却材喪失（中小ＬＯＣＡ）＋高圧炉心冷却失敗＋原子炉減圧失敗 1.7E-14

冷却材喪失（大ＬＯＣＡ）＋高圧炉心冷却（ＨＰＣＳ）失敗＋低圧炉心冷却失敗 3.0E-14

外部電源喪失＋冷却材喪失（Ｅ－ＬＯＣＡ） － 1.4E-07 － 1.4E-07 1.9 冷却材の喪失 1.4E-07 1.9 Excessive-ＬＯＣＡ ※１
過渡事象＋崩壊熱除去失敗 4.4E-06

過渡事象＋高圧炉心冷却失敗＋崩壊熱除去失敗 1.3E-11

過渡事象＋圧力バウンダリ健全性（ＳＲＶ再閉）失敗＋崩壊熱除去失敗 3.2E-08

過渡事象＋圧力バウンダリ健全性（ＳＲＶ再閉）失敗＋高圧炉心冷却失敗＋崩壊熱除去失敗 3.1E-11

手動停止＋崩壊熱除去失敗 1.1E-08 1.1E-08 0.1

手動停止＋高圧炉心冷却失敗＋崩壊熱除去失敗 8.0E-15 8.0E-15 <0.1  

手動停止＋圧力バウンダリ健全性（ＳＲＶ再閉）失敗＋崩壊熱除去失敗 2.9E-11 2.9E-11 <0.1  

手動停止＋圧力バウンダリ健全性（ＳＲＶ再閉）失敗＋高圧炉心冷却失敗＋崩壊熱除去失敗 1.4E-14 1.4E-14 <0.1  

サポート系喪失＋崩壊熱除去失敗 1.0E-06 1.0E-06 14

サポート系喪失＋高圧炉心冷却失敗＋崩壊熱除去失敗 1.1E-10 1.1E-10 <0.1  

サポート系喪失＋圧力バウンダリ健全性（ＳＲＶ再閉）失敗＋崩壊熱除去失敗 3.5E-09 3.5E-09 <0.1  

サポート系喪失＋圧力バウンダリ健全性（ＳＲＶ再閉）失敗＋高圧炉心冷却失敗＋崩壊熱除去失敗 2.8E-12 2.8E-12 <0.1  

冷却材喪失（中小ＬＯＣＡ）＋崩壊熱除去失敗 8.9E-09 8.9E-09 0.1

冷却材喪失（大ＬＯＣＡ）＋崩壊熱除去失敗 3.6E-10 3.6E-10 <0.1  

冷却材喪失（中小ＬＯＣＡ）＋高圧炉心冷却失敗＋崩壊熱除去失敗 3.3E-12 3.3E-12 <0.1  

冷却材喪失（大ＬＯＣＡ）＋高圧炉心冷却（ＨＰＣＳ）失敗＋崩壊熱除去失敗 3.2E-13 3.2E-13 <0.1  

外部電源喪失＋交流電源（ＤＧ－Ａ，Ｂ）失敗 4.4E-07 4.4E-07 5.9

外部電源喪失＋交流電源（ＤＧ－Ａ，Ｂ）失敗＋圧力バウンダリ健全性（ＳＲＶ再閉）失敗 1.3E-09 1.3E-09 <0.1  

外部電源喪失＋直流電源（区分１，２）喪失 6.3E-10 6.3E-10 <0.1  

過渡事象＋原子炉停止失敗 6.4E-10 1.6E-07 1.6E-07 2.2

冷却材喪失（中小ＬＯＣＡ）＋原子炉停止失敗 1.4E-12 1.4E-12 <0.1  

冷却材喪失（大ＬＯＣＡ）＋原子炉停止失敗 5.8E-14 5.8E-14 <0.1  

格納容器バイパス（インターフェイスシステムＬＯＣＡ） 3.0E-11 - － 3.0E-11 <0.1  

高圧設計部と低圧設計部の隔離

弁の誤開等により低圧設計部が

過圧破断し，破断箇所からの冷却
材漏えい防止に失敗

3.0E-11 <0.1  

格納容器バイパス

（インターフェイスシステム

ＬＯＣＡ）

外部電源喪失＋建物・構築物の損傷（原子炉圧力容器） － 7.2E-08 － 7.2E-08 1.0 7.2E-08 1.0 ※１
外部電源喪失＋建物・構築物の損傷（原子炉格納容器） － 2.5E-08 － 2.5E-08 0.3 2.5E-08 0.3 ※１
外部電源喪失＋建物・構築物の損傷（原子炉建物） － 9.4E-09 － 9.4E-09 0.1 9.4E-09 0.1 ※１
外部電源喪失＋建物・構築物の損傷（制御室建物） － 1.4E-09 － 1.4E-09 <0.1  1.4E-09 <0.1  ※１
外部電源喪失＋建物・構築物の損傷（廃棄物処理建物） － 1.5E-10 － 1.5E-10 <0.1  1.5E-10 <0.1  ※１
外部電源喪失＋計装・制御系喪失 － 8.5E-08 － 8.5E-08 1.1 8.5E-08 1.1 ※１
外部電源喪失＋格納容器バイパス － 6.3E-11 － 6.3E-11 <0.1  6.3E-11 <0.1  ※１
津波＋直接炉心損傷に至る事象 － － 4.7E-07 4.7E-07 6.3 4.7E-07 6.3 ※１

6.0E-06 1.0E-06 4.7E-07 7.4E-06 100 － 7.4E-06 100 － －

事故シーケンス
シーケンス別ＣＤＦ　（／炉年） 寄与割合

（%）
炉心損傷に至る主要因

グループ別ＣＤＦ

（／炉年）

全ＣＤＦへの

寄与割合(%）
事故シーケンスグループ 規則解釈

3.6E-08

－

3.7E-08 0.5

原子炉減圧成功時に

おける炉心の冷却に失敗
3.7E-08 0.5 高圧・低圧注水機能喪失

2.2 原子炉停止機能喪失

外部事象による

大規模な損傷

6.0E-06

1-2(a)

－

－
原子炉減圧失敗時

における炉心の冷却に失敗
3.6E-08 0.5 高圧注水・減圧機能喪失

－

－ 3.7E-07 4.9
サポート機能

（電源機能）の喪失
3.7E-07 4.9 全交流動力電源喪失

－ － 3.5E-13 <0.1  冷却材の喪失 3.5E-13 <0.1  ＬＯＣＡ時注水機能喪失

81 崩壊熱除去機能喪失

9.4E-08

－

4.6E-06 61

1-2(b)

－

－ 反応度制御に失敗 1.6E-07

格納容器の除熱に失敗

ハッチング：地震，津波特有の事象で，解釈に基づき想定する事故シーケンスグループと直接的に対応しないもの。

※１：全炉心損傷への寄与及び影響度の観点から他の事故シーケンスと比較し，新たな事故シーケンスグループとしての追加は不要と判断。

－

外部事象による

大規模な損傷

合計



6炉心損傷防止対策の有効性評価（４／６）

事故シーケンスグループ別炉心損傷頻度（内部事象，地震，津波）（１／２）

ハッチング：国内外の先進的な対策を考慮しても，炉心損傷を防止することが困難なシーケンス
※１：中小破断ＬＯＣＡのうち一定程度の破断面積のＬＯＣＡについては逃がし安全弁の手動操作及び低圧原子炉代替注水系（常設）による原子炉注水等により炉心損傷防止が可能である。
※２：大破断ＬＯＣＡについては炉心損傷防止対策は困難であるが，格納容器破損防止対策としては，低圧原子炉代替注水系（常設），格納容器代替スプレイ系及び格納容器フィルタベント系に期待できる。
※３：100％には，地震，津波特有の事象で，解釈に基づき想定する事故シーケンスグループと直接的に対応しない事故シーケンスの炉心損傷頻度も含む。

事故シーケン
スグループ

事故シーケンス
対応する主要な
炉心損傷防止対策

シーケンス別ＣＤＦ （／炉年）
寄与割合（%）

グループ別
ＣＤＦ
（／炉年）

全ＣＤＦへの
寄与割合(%）

備考
内部事象 地震 津波 合計

高圧・低圧注
水機能喪失

過渡事象＋高圧炉心冷却失敗＋低圧炉心冷却失敗

・低圧原子炉代替注水系（常設）
・逃がし安全弁の手動操作
・格納容器フィルタベント系
・ガスタービン発電機

3.0E-09 3.5E-08

－

3.8E-08 0.5 

4.2E-08 0.5 

全炉心損傷頻
度の約90％を
炉心損傷防止
対策でカバー

過渡事象＋圧力バウンダリ健全性（ＳＲＶ再閉）失敗＋高圧炉心冷却（ＨＰＣ
Ｓ）失敗＋低圧炉心冷却失敗

3.4E-11 6.8E-10 7.2E-10 <0.1  

手動停止＋高圧炉心冷却失敗＋低圧炉心冷却失敗 4.7E-13

－

2.2E-09 2.2E-09 <0.1  

手動停止＋圧力バウンダリ健全性（ＳＲＶ再閉）失敗＋高圧炉心冷却（ＨＰＣ
Ｓ）失敗＋低圧炉心冷却失敗

1.5E-13 1.2E-09 1.2E-09 <0.1  

サポート系喪失＋高圧炉心冷却失敗＋低圧炉心冷却失敗 2.3E-10

－

2.3E-10 <0.1  

サポート系喪失＋圧力バウンダリ健全性（ＳＲＶ再閉）失敗＋高圧炉心冷却（Ｈ
ＰＣＳ）失敗＋低圧炉心冷却失敗

4.0E-12 4.0E-12 <0.1  

高圧注水・減
圧機能喪失

過渡事象＋高圧炉心冷却失敗＋原子炉減圧失敗 ・代替自動減圧機能
・低圧注水系
・残留熱除去系
（サプレッションプール冷却）

4.0E-09 4.6E-09

－

8.6E-09 0.1 

9.7E-09 0.1 手動停止＋高圧炉心冷却失敗＋原子炉減圧失敗 5.7E-13
－

5.7E-13 <0.1  

サポート系喪失＋高圧炉心冷却失敗＋原子炉減圧失敗 1.1E-09 1.1E-09 <0.1  

全交流動力
電源喪失

外部電源喪失＋交流電源（ＤＧ－Ａ，Ｂ）失敗＋高圧炉心冷却（ＨＰＣＳ）失敗
・原子炉隔離時冷却系
・低圧原子炉代替注水系（可搬型）
・格納容器フィルタベント系

2.7E-09 3.1E-07

－

3.1E-07 4.1 

3.8E-07 4.9 

外部電源喪失＋交流電源（ＤＧ－Ａ，Ｂ）失敗＋圧力バウンダリ健全性（ＳＲＶ
再閉）失敗＋高圧炉心冷却（ＨＰＣＳ）失敗

・低圧原子炉代替注水系（常設）
・格納容器フィルタベント系
・ガスタービン発電機

8.2E-12 1.4E-09 1.4E-09 <0.1  

外部電源喪失＋交流電源（ＤＧ－Ａ，Ｂ）失敗＋高圧炉心冷却失敗
・低圧原子炉代替注水系（常設）
・格納容器フィルタベント系
・ガスタービン発電機

1.2E-11 6.2E-08 6.2E-08 0.8 

外部電源喪失＋直流電源（区分１，２）喪失＋高圧炉心冷却（ＨＰＣＳ）失敗

・低圧原子炉代替注水系（常設）
・所内常設蓄電式直流電源設備
・格納容器フィルタベント系
・ガスタービン発電機

3.8E-12 1.1E-09 1.1E-09 <0.1  

ＬＯＣＡ時注
水機能喪失

冷却材喪失（中小破断ＬＯＣＡ）＋高圧炉心冷却失敗＋低圧炉心冷却失敗
・逃がし安全弁の手動操作
・低圧代替注水系（常設）
・格納容器フィルタベント系
・ガスタービン発電機 ※１

3.5E-13

－ －

3.5E-13 <0.1  

4.3E-13 <0.1  
4.5E-14 <0.1  

冷却材喪失（中小破断ＬＯＣＡ）＋高圧炉心冷却失敗＋原子炉減圧失敗 4.5E-14

冷却材喪失（大破断ＬＯＣＡ）＋高圧炉心冷却（ＨＰＣＳ）失敗＋低圧炉心冷却
失敗

※２ 3.4E-14 3.4E-14 <0.1  



7炉心損傷防止対策の有効性評価（５／６）

事故シーケンスグループ別炉心損傷頻度（内部事象，地震，津波）（２／２）

ハッチング：国内外の先進的な対策を考慮しても，炉心損傷を防止することが困難なシーケンス
※１：中小破断ＬＯＣＡのうち一定程度の破断面積のＬＯＣＡについては逃がし安全弁の手動操作及び低圧原子炉代替注水系（常設）による原子炉注水等により炉心損傷防止が可能である。
※２：大破断ＬＯＣＡについては炉心損傷防止対策は困難であるが，格納容器破損防止対策としては，低圧原子炉代替注水系（常設），格納容器代替スプレイ系及び格納容器フィルタベント系に期待できる。
※３：100％には，地震，津波特有の事象で，解釈に基づき想定する事故シーケンスグループと直接的に対応しない事故シーケンスの炉心損傷頻度も含む。

事故シーケン
スグループ

事故シーケンス
対応する主要な
炉心損傷防止対策

シーケンス別ＣＤＦ （／炉年）
寄与割合（%）

グループ別
ＣＤＦ
（／炉年）

全ＣＤＦへの
寄与割合(%）

備考
内部事象 地震 津波 合計

崩壊熱除去機
能喪失

過渡事象＋崩壊熱除去失敗

・原子炉補機代替冷却系
・格納容器フィルタベント系
・ガスタービン発電機

4.5E-06 7.6E-08

－

4.6E-06 60 

6.7E-06 88 

全炉心損傷頻
度の約90％を
炉心損傷防止
対策でカバー

過渡事象＋高圧炉心冷却失敗＋崩壊熱除去失敗 1.7E-11 2.2E-08 2.2E-08 0.3 
過渡事象＋圧力バウンダリ健全性（ＳＲＶ再閉）失敗＋崩壊熱除去失敗 3.3E-08 2.7E-10 3.3E-08 0.4 
過渡事象＋圧力バウンダリ健全性（ＳＲＶ再閉）失敗＋高圧炉心冷却失敗＋
崩壊熱除去失敗

3.6E-11 1.9E-14 3.7E-11 <0.1  

手動停止＋崩壊熱除去失敗 1.2E-08

－

4.1E-07 4.2E-07 5.5 
手動停止＋高圧炉心冷却失敗＋崩壊熱除去失敗 1.1E-14

－

1.1E-14 <0.1  
手動停止＋圧力バウンダリ健全性（ＳＲＶ再閉）失敗＋崩壊熱除去失敗 3.1E-11 3.1E-11 <0.1  
手動停止＋圧力バウンダリ健全性（ＳＲＶ再閉）失敗＋高圧炉心冷却失敗＋
崩壊熱除去失敗

1.7E-14 1.7E-14 <0.1  

サポート系喪失＋崩壊熱除去失敗 1.2E-06 1.2E-06 15 
サポート系喪失＋高圧炉心冷却失敗＋崩壊熱除去失敗 1.4E-10 1.4E-10 <0.1  
サポート系喪失＋圧力バウンダリ健全性（ＳＲＶ再閉）失敗＋崩壊熱除去失敗 3.8E-09 3.8E-09 <0.1  
サポート系喪失＋圧力バウンダリ健全性（ＳＲＶ再閉）失敗＋高圧炉心冷却失
敗＋崩壊熱除去失敗

3.7E-12 3.7E-12 <0.1  

冷却材喪失（中小破断ＬＯＣＡ）＋崩壊熱除去失敗 8.9E-09 8.9E-09 0.1 
冷却材喪失（大破断ＬＯＣＡ）＋崩壊熱除去失敗 3.6E-10 3.6E-10 <0.1  
冷却材喪失（中小破断ＬＯＣＡ）＋高圧炉心冷却失敗＋崩壊熱除去失敗 3.8E-12 3.8E-12 <0.1  
冷却材喪失（大破断ＬＯＣＡ）＋高圧炉心冷却（ＨＰＣＳ）失敗＋崩壊熱除去失
敗

3.7E-13 3.7E-13 <0.1  

外部電源喪失＋交流電源（ＤＧ－Ａ，Ｂ）失敗 4.4E-07 4.4E-07 5.8 
外部電源喪失＋交流電源（ＤＧ－Ａ，Ｂ）失敗＋圧力バウンダリ健全性（ＳＲＶ
再閉）失敗

1.3E-09 1.3E-09 <0.1  

外部電源喪失＋直流電源（区分１，２）失敗 ・所内常設蓄電式直流電源設備 6.3E-10 6.3E-10 <0.1  

原子炉停止機
能喪失

過渡事象＋原子炉停止失敗 ・代替制御棒挿入機能
・代替原子炉再循環ポンプトリップ機能
・ほう酸水注入系
・高圧炉心スプレイ系
・原子炉隔離時冷却系
・残留熱除去系
（サプレッションプール冷却）

6.4E-10 9.5E-08

－

9.5E-08 1.2 

1.7E-07 2.2 

冷却材喪失（中小破断ＬＯＣＡ）＋原子炉停止失敗 1.4E-12

－

1.4E-12 <0.1  

冷却材喪失（大破断ＬＯＣＡ）＋原子炉停止失敗 5.8E-14 5.8E-14 <0.1  

全交流電源喪失（外部電源喪失＋交流電源・補機冷却系喪失）＋原子炉停止
失敗

－ － 6.9E-08 － 6.9E-08 0.9

格納容器
バイパス
（インターフェ
イスシステムＬ
ＯＣＡ）

格納容器バイパス（インターフェイスシステムＬＯＣＡ）

・漏えい箇所の隔離
・逃がし安全弁の手動操作
・高圧炉心スプレイ系
・残留熱除去系
（サプレッションプール冷却）

3.3E-09 - － 3.3E-09 <0.1  3.3E-09 <0.1  

合計 6.2E-06 9.5E-07 4.7E-07 7.7E-06 100 ※３ 7.7E-06 100 ※３ -



8

事故シーケンスグループ 重要事故シーケンス 重大事故等対策 評価結果の概要 解析コード

高圧・低圧注水機能喪失
給水流量の全喪失＋高圧注水失敗＋低
圧注水失敗

･低圧原子炉代替注水系（常設）
･常設代替交流電源設備
･格納容器フィルタベント系

・燃料被覆管の最高温度が
1,200℃以下

・燃料被覆管の酸化量は，
酸化反応が著しくなる前の
被覆管厚さの15%以下

・原子炉冷却材圧力バウンダリ
にかかる圧力が最高使用圧力
の1.2倍の圧力を下回る

・原子炉格納容器バウンダリ
にかかる圧力が最高使用圧力
又は限界圧力を下回る

・原子炉格納容器バウンダリ
にかかる温度が最高使用温度
又は限界温度を下回る

SAFER
MAAP

高圧注水・減圧機能喪失
給水流量の全喪失＋高圧注水失敗＋減
圧失敗

･代替自動減圧機能
SAFER
MAAP

全交流動力電源喪失（外部電源喪失＋ＤＧ
失敗）＋ＨＰＣＳ失敗

外部電源喪失＋交流電源（ＤＧ－Ａ，Ｂ）
失敗＋高圧炉心冷却（ＨＰＣＳ）失敗

･低圧原子炉代替注水系（可搬型）
･格納容器フィルタベント系
･常設代替交流電源設備
･原子炉補機代替冷却系

SAFER
MAAP

全交流動力電源喪失（外部電源喪失＋ＤＧ
失敗）＋高圧炉心冷却失敗

外部電源喪失＋交流電源（ＤＧ－Ａ，Ｂ）
失敗＋高圧炉心冷却失敗

･低圧原子炉代替注水系（常設）
･常設代替交流電源設備
･格納容器フィルタベント系

SAFER
MAAP

全交流動力電源喪失（外部電源喪失＋ＤＧ
失敗）＋直流電源喪失

外部電源喪失＋直流電源（区分１，２）失
敗＋高圧炉心冷却（ＨＰＣＳ）失敗

・所内常設蓄電式直流電源設備
･低圧原子炉代替注水系（常設）
･常設代替交流電源設備
･格納容器フィルタベント系

SAFER
MAAP

全交流動力電源喪失（外部電源喪失＋ＤＧ
失敗）＋ＳＲＶ再閉失敗＋ＨＰＣＳ失敗

外部電源喪失＋交流電源（ＤＧ－Ａ，Ｂ）
失敗＋圧力バウンダリ健全性（ＳＲＶ再
閉）失敗＋高圧炉心冷却（ＨＰＣＳ）失敗

･低圧原子炉代替注水系（常設）
･常設代替交流電源設備
･格納容器フィルタベント系

SAFER
MAAP

崩壊熱除去機能喪
失

取水機能喪失
給水流量の全喪失＋取水機能喪失（全交
流動力電源喪失）

･常設代替交流電源設備
･原子炉補機代替冷却系

SAFER
MAAP

残留熱除去系故障 給水流量の全喪失＋残留熱除去系故障
･低圧原子炉代替注水系（常設）
･常設代替交流電源設備
･格納容器フィルタベント系

SAFER
MAAP

原子炉停止機能喪失 主蒸気隔離弁誤閉止＋スクラム失敗
･代替原子炉再循環ポンプトリップ機能
・代替制御棒挿入機能
･ほう酸水注入系

REDY
SCAT

ＬＯＣＡ時注水機能喪失
中小破断ＬＯＣＡ＋高圧注水失敗＋低圧
注水失敗

･低圧原子炉代替注水系（常設）
･常設代替交流電源設備
･格納容器フィルタベント系

SAFER
MAAP

格納容器バイパス（インターフェイスシステ
ムＬＯＣＡ）

格納容器バイパス（インターフェイスシス
テムＬＯＣＡ）

－ SAFER

炉心損傷防止対策の有効性評価（６／６）

 【炉心損傷防止対策】 重要事故シーケンス及び重大事故等対策等



２．前回審査会合からの変更点等



10前回審査会合からの変更点（１／２）

前回審査会合からの変更点

島根原子力発電所２号炉の炉心損傷防止対策の有効性評価において，当社および先行
プラントの審査会合での議論や安全性向上の観点等を踏まえて評価条件等を見直した。
以下に，主要な変更内容を示す。

事故シーケンスグループ 項 目 変 更 内 容

高圧注水・減圧機能
喪失

操作条件の変更

格納容器除熱開始を原子炉への注水と同時としていたが，原子炉水位高（レベル８）到達後
に格納容器除熱を行うよう変更した。

残留熱除去系の運転モードの切り替え操作（低圧注水モードから原子炉停止時冷却モード）
を考慮した。

全交流動力電源喪失 事故シーケンスの細分化

事故シーケンスグループ「全交流動力電源喪失」の重要事故シーケンスとしては，長期TBの
１シーケンスのみの説明とし，全交流動力電源喪失時に原子炉隔離時冷却系の機能喪失が
重畳する事故シーケンス（TBU，TBD，TBP）については，「高圧・低圧注水機能喪失」と同様の
事象進展となる等としていたが，４シーケンスに細分化した。

崩壊熱除去機能喪失
（取水機能喪失）

原子炉補機代替冷却系に
よる負荷の追加

原子炉補機代替冷却系による負荷として，燃料プール冷却系等を追加した。

原子炉停止機能喪失
原子炉隔離時冷却系に
よる注水の反映

原子炉注水について，給水系，高圧炉心スプレイ系及び原子炉隔離時冷却系により行われる
が，このうち，原子炉隔離時冷却系による注水が炉内の体積計算（マスバランス計算）に反映
されていないことが分かったため，再解析を実施した。



11前回審査会合からの変更点（２／２）

全交流動力電源喪失における事故シーケンスの細分化
「全交流動力電源喪失（外部電源喪失＋ＤＧ失敗）」の事故シーケンスの細分化に当たっ
ては，以下の理由から「交流動力電源は24時間使用できないものとする」という条件を除
外した。
「全交流動力電源喪失＋高圧炉心冷却失敗」：ＴＢＵ
全交流動力電源喪失＋ＨＰＣＳ，ＲＣＩＣ失敗

「全交流動力電源喪失＋ＳＲＶ再閉失敗＋ＨＰＣＳ失敗」：ＴＢＰ
ＳＲＶ１弁の開固着→原子炉圧力が低下→原子炉隔離時冷却系機能喪失

「全交流動力電源喪失＋直流電源喪失」：ＴＢＤ
直流電源喪失→ＤＧ失敗，原子炉隔離時冷却系失敗

ＤＧ：非常用ディーゼル発電機，ＲＣＩＣ：原子炉隔離時冷却系，ＨＰＣＳ：高圧炉心スプレイ
系，ＳＲＶ：逃がし安全弁

「実用発電用原子炉に係る炉心損傷防止対策及び格納容器破損防止対策の有効性評価
に関する審査ガイド」の主要解析条件である「交流動力電源は24時間使用できないものと
する」という条件は，直流機器であるＲＣＩＣの運転が可能な事故シーケンスに対して，全交
流動力電源喪失という条件下において，ＲＣＩＣ等による原子炉注水により炉心損傷を防止
する有効性を確認するための条件と考えられる。
これらの事故シーケンスグループは，全交流動力電源喪失に加え，直流電源，機器の故
障による機能喪失が重畳することによりＲＣＩＣを含め，全ての原子炉への注水機能が喪失
することとなるため，このような場合には，直流，交流に係わらず，速やかに原子炉への注
水手段を確保することが重要であると考えられることを考慮し，また，「交流動力電源は24
時間使用できないものとする」という条件の有無によって，炉心損傷防止対策の成否が変
わることを踏まえ，本条件を除外し，有効性評価を実施することとした。



３．参 考



13参考（１／２） 島根原子力発電所２号炉の炉心損傷防止対策における対策設備の概要



14参考（２／２） 有効性評価にて考慮している対策の整理

有効性評価においては，下記に示す対策設備についてその有効性を確認しており，事象
進展の緩和，環境への影響低減に努めている。

◎：事故シーケンスグループの特徴から炉心損傷防止対策として必要とされる対策設備
○：事故シーケンスにおいて動作している設備／動作させることができる設備
△：解析上は考慮していない設備

機能 系統・設備

炉心損傷防止対策の有効性評価における事故シーケンスグループ

ＴＱＵＶ ＴＱＵＸ
TB TW

ＴＣ ＬＯＣＡ ＩＳＬＯＣＡ
長期ＴＢ ＴＢＵ ＴＢＤ ＴＢＰ

取水機能
喪失

ＲＨＲ機
能喪失

原子炉注水

原子炉隔離時冷却系 ◎ ○ ◎ ◎ ○ ◎

高圧炉心スプレイ系 ○ ○ ◎

低圧注水系 ◎ △ ○

低圧炉心スプレイ系 ○ △ ◎ ○

低圧原子炉代替注水系（常設） ◎ △ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎

低圧原子炉代替注水系（可搬型） ◎

原子炉減圧
手動減圧 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ◎

代替自動減圧機能 ◎

格納容器除熱

格納容器フィルタベント系 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

残留熱除去系（既設） ○ ○ ○

残留熱除去系＋原子炉補機代替冷
却系

○ ◎

交流動力電源

外部電源 ○ ○

常設代替交流電源設備
（ガスタービン発電機）

◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎

非常用ディーゼル発電機 ○ ○ ○ ○ ○ ○

直流電源
直流電源24時間化 ○

常設代替直流電源設備 ◎

原子炉停止

ほう酸水注入系 ◎

代替制御棒挿入機能 △

再循環ポンプトリップ機能 ◎

漏えい個所の隔離 ◎



15

４．主な指摘事項への回答



16５．主な指摘事項への回答（その１）

（指摘事項）直流電源喪失した場合の対応について説明すること。

（回答）
事故シーケンスグループ「全交流動力電源喪失（外部電源喪失＋ＤＧ失敗）＋直流電源
喪失」では，全交流動力電源喪失と同時に直流電源が失われることを想定する。このた
め，直流電源喪失に伴い原子炉隔離時冷却系が機能喪失して原子炉注水ができず，
逃がし安全弁による圧力制御に伴う蒸気流出により原子炉圧力容器内の保有水量が
減少し，原子炉水位が低下することから，緩和措置が取られない場合には原子炉水位
の低下により炉心が露出し，炉心損傷に至る。
本事故シーケンスグループは，全交流動力電源が喪失した状態において，直流電源喪
失により原子炉隔離時冷却系が機能喪失することによって炉心損傷に至る事故シーケ
ンスグループである。このため，重大事故等対策の有効性評価には，全交流動力電源
喪失時における直流電源喪失に対する重大事故等対処設備に期待することが考えられ
る。
したがって，本事故シーケンスグループでは，ガスタービン発電機，所内常設蓄電式直
流電源設備による給電及び低圧原子炉代替注水系（常設）により炉心を冷却することに
よって炉心損傷の防止を図る。また，格納容器フィルタベント系による格納容器除熱を
実施する。



17５．主な指摘事項への回答（その１）

（指摘事項）直流電源喪失した場合の対応について説明すること。
（回答）

第2.3.3.1－1(1)図 全交流動力電源喪失（外部電源喪失＋ＤＧ失敗）＋
直流電源喪失時の重大事故等対策の概略系統図

（原子炉急速減圧及び原子炉注水）

接続口 

原子炉隔離時

冷却ポンプ

高圧炉心

スプレイ

ポンプ
タービンへ

給水系より

原子炉建物

格納容器

フィルタ

ベント系

原子炉格納容器

輪谷貯水槽

原子炉 

再循環ポンプ

サプレッション

・チェンバ 

原子炉

圧力容器

ガスタービン

発電機 

非常用ディーゼル

発電機等 

外部電源

A-残留熱 

除去ポンプ 

B-残留熱

除去ポンプ

Ⅰ-原子炉補機

海水ポンプ

海

Ⅱ-原子炉補機

冷却系熱交換器

Ⅱ-原子炉補機

海水ポンプ

※１へ

※１より

※２へ

※２より

接続口 

低圧原子炉

代替注水ポンプ
低圧原子炉

代替注水槽

大量送水車

C-残留熱

除去 

ポンプ 

低圧炉心

スプレイ

ポンプ

B-残留熱除去系

熱交換器 

A-残留熱除去系

熱交換器 

Ⅱ-原子炉補機

冷却水ポンプ
Ⅰ-原子炉 

補機冷却水

ポンプ 

Ⅰ-原子炉補機

冷却系熱交換器

逃がし

安全弁
DC

蓄電池 SA 蓄電池

DC



18５．主な指摘事項への回答（その１）

（指摘事項）直流電源喪失した場合の対応について説明すること。
（回答）

第2.3.3.1－1(2)図 全交流動力電源喪失（外部電源喪失＋ＤＧ失敗）＋
直流電源喪失時の重大事故等対策の概略系統図

（原子炉注水及び格納容器除熱）

接続口 

原子炉隔離時

冷却ポンプ

高圧炉心

スプレイ

ポンプ
タービンへ

給水系より

原子炉建物

格納容器

フィルタ

ベント系

原子炉格納容器

輪谷貯水槽

原子炉 

再循環ポンプ

サプレッション

・チェンバ 

原子炉

圧力容器

ガスタービン

発電機 

非常用ディーゼル

発電機等 

外部電源

A-残留熱 

除去ポンプ 

B-残留熱

除去ポンプ

Ⅰ-原子炉補機

海水ポンプ

海

Ⅱ-原子炉補機

冷却系熱交換器

Ⅱ-原子炉補機

海水ポンプ

※１へ

※１より

※２へ

※２より

接続口 

低圧原子炉

代替注水ポンプ
低圧原子炉

代替注水槽

大量送水車

C-残留熱

除去 

ポンプ 

低圧炉心

スプレイ

ポンプ

B-残留熱除去系

熱交換器 

A-残留熱除去系

熱交換器 

Ⅱ-原子炉補機

冷却水ポンプ

排気 

（24 時間後以降）

Ⅰ-原子炉 

補機冷却水

ポンプ 

Ⅰ-原子炉補機

冷却系熱交換器

逃がし

安全弁
DC

蓄電池 SA 蓄電池

DC



19５．主な指摘事項への回答（その１）

（指摘事項）直流電源喪失した場合の対応について説明すること。
（回答）

第2.3.3.1－2図 全交流動力電源喪失（外部電源喪失＋ＤＧ失敗）＋直
流電源喪失時の対応手順概要

直流電源切替※７

（約 24 時間後）

解析上の時刻

（約 24 時間）

全交流動力電源喪失及び直流電源喪失※１

原子炉隔離時冷却系起動失敗※４

格納容器圧力 427kPa[gage] 

格納容器フィルタベント系による 

格納容器ベント（Ｗ／Ｗ）※13※15

早期の電源回復不能を確認

格納容器圧力 245kPa[gage] 

格納容器ベント準備※13

低圧炉心スプレイ系起動 残留熱除去系起動 

低圧炉心スプレイ系による 

原子炉への注水確認※17 

対策要員の招集

原子炉スクラム，タービントリップ※２

原子炉補機代替冷却系

（大型送水ポンプ車）

への燃料補給準備

原子炉補機代替冷却系

（大型送水ポンプ車）

への燃料補給操作

炉心損傷なしを確認※14

事象判定プロセス

事象発生

格納容器バイパス PCV 外漏えい 

原子炉自動

スクラム

原子炉手動

スクラム

未臨界確認

原子炉停止機能喪失

NO NO 

YES

(原子炉出力)

(原子炉水位)

(電源) 

(格納容器) 

(二次格納容器)

NO NO 

YES YES

NO NO 

YES YES

YES

ＬＯＣＡ PCV 内漏えい 

YES

NO 

YES

NO 

RSW 

起動

RHR 

起動

崩壊熱除去機能喪失 

（取水機能喪失） 

崩壊熱除去機能喪失 

（残留熱除去系故障）

格納容器除熱 

全交流動力電源喪失

交流電源 

あり

直流電源 

あり

電源確保

全交流動力電源喪失

（直流電源喪失）

原子炉手動

減圧可能

高圧注水 

系統起動

低圧 ECCS 

起動
高圧・低圧注水機能喪失

L3～L8 維持 

NO 

高圧注水・減圧機能喪失

YES

格納容器フィルタ 

ベント系による 

格納容器ベント(D/W)

主蒸気隔離弁閉止※２

逃がし安全弁による

原子炉圧力制御

格納容器水位が 

格納容器ベントライン以下を確認※15

凡例

：操作・確認

：判断

：プラント状態（解析）

：緊急時対策要員の作業

：解析上考慮しない操作・確認

残留熱除去系により 

原子炉及び格納容器の長期安定状態維持 

原子炉補機代替冷却系

（移動式代替熱交換設備，

大型送水ポンプ車）

起動準備及び系統構成

原子炉補機代替冷却系

（移動式代替熱交換設備，

大型送水ポンプ車）

起動

非常用高圧母線受電※16

（ケーブル接続後）

（除熱機能確保操作）

（燃料確保操作） （電源回復操作） （格納容器除熱）

（格納容器ベント 
(Ｗ／Ｗ)失敗の場合）

直流電源回復操作 

解析上の時刻

（0 秒） 

大量送水車への 

燃料補給操作 

大量送水車への 

燃料補給準備 

※１：全交流動力電源喪失及び蓄電池の機能喪失により，直流 

電源喪失を想定する。 

※２：全交流動力電源喪失，直流電源喪失により動作 

〔確認項目〕 

原子炉圧力計により確認 

※３：非常用電源確保後に実施 

※４：全交流動力電源喪失，直流電源喪失により機能喪失 

※５：外部電源喪失にて，非常用ディーゼル発電機等の自動起動 

信号が発生する。 

※６：計器の指示値，直流照明の点灯状況等により確認 

※７：115VＢ１系充電器を 460V 母線（SA）より受電後，原子炉減

圧等の制御電源を 115V―Ｂ系直流蓄電池から B-115V 系直

流盤（SA）へ切替 

格納容器圧力
384kPa[gage]

※８：〔確認項目〕 

低圧原子炉代替注水槽水位計により確認 

※９：給復水系及び非常用炉心冷却系が起動せず，原子炉水位が下降中又は原子炉水位低

レベル１（-381cm）以下となり，代替注水系を起動した場合，原子炉を減圧する。

〔確認項目〕 

原子炉圧力計により確認 

※10：〔確認項目〕 

低圧原子炉代替注水流量計，原子炉水位計，原子炉圧力計により確認 

※11：原子炉水位不明は以下で判断 

・原子炉水位計の電源が喪失した場合 

・各原子炉水位計の指示値に差異があり，原子炉水位が有効燃料棒頂部以上である

ことが判定できない場合 

・水位不明判断曲線の「水位不明領域」に入った場合 

〔確認項目〕 

原子炉圧力計，ドライウェル温度計（SA） 

※12：中央制御室にて，機器の自動起動阻止を行う。 

※13：〔確認項目〕 

ドライウェル圧力計（SA），サプレッション・チェンバ圧力計（SA）に 

より確認 

以下の場合，格納容器ベントを停止する。 

・炉心損傷に至る徴候が確認された場合 

・残留熱除去系が復旧した場合 

・格納容器圧力 13.7kPa以下 

※14：〔確認項目〕 

格納容器雰囲気放射線モニタ（ドライウェル），格納容器雰囲気放射線

モニタ（サプレッション・チェンバ）により確認 

※15：〔確認項目〕 

ドライウェル水位計，サプレッション・プール水位計（SA）により確認 

※16：常用高圧母線２系列のうち，１系列は移動式代替熱交換設備ケーブル 

接続後に受電する。 

※17：〔確認項目〕 

低圧炉心スプレイポンプ出口流量計，原子炉水位計，原子炉圧力計 

により確認 

※18：〔確認項目〕 

残留熱除去ポンプ出口流量計，サプレッション・プール水温度計（SA） 

により確認 

燃料プール冷却系起動 

号炉間電力融通，
高圧発電機車，直流
給電車による受電

可搬式窒素供

給装置による

窒素供給準備

（窒素供給操作） 

水素濃度測定装

置による水素濃

度測定準備

（水素濃度測定操作） 

機能喪失機器 

復旧作業 

高圧炉心スプレイ系，低圧炉心スプレイ系，残留熱

除去系（低圧注水モード）起動失敗※４

非常用ディーゼル発電機等起動失敗を確認※５

高圧・低圧注水機能喪失

全交流動力電源喪失（直流電源喪失）

を判断

直流電源喪失を確認※６

低圧原子炉代替注水系（常設）による 

原子炉への注水確認※10

原子炉水位 有効燃料棒頂部（-427cm）

原子炉満水操作

（原子炉水位が不明の場合）
原子炉水位判明を確認※11

原子炉水位 有効燃料棒頂部（-427cm）以上 

回復を確認※10

低圧原子炉代替注水系（常設）により 

原子炉水位低レベル３（+16cm）から 

原子炉水位高レベル８（+132cm）に維持※10

（減圧失敗の場合） 

主蒸気逃がし安全弁用蓄
電池，窒素ガス供給設備，
窒素ガス代替供給設備

による原子炉減圧 

逃がし安全弁による原子炉減圧※９

低圧原子炉代替注水系 
（可搬型）による原子炉注水

（起動失敗の場合） 
低圧原子炉代替注水系（常設）起動

ＳＡ低圧母線受電 

（原子炉注水） 

ガスタービン発電機起動 

（電源確保操作）

非常用高圧母線受電準備※12

（水源確保操作）

大量送水車による

低圧原子炉代替注水

槽への補給準備 

大量送水車による

低圧原子炉代替注水

槽への補給操作※８

（受電失敗の場合） 

（直流電源確保操作） 

残留熱除去系（サプレッション・プー

ル水冷却モード）によるサプレッショ

ン・プール水冷却※18

原子炉水位低レベル２（-112cm） 

格納容器隔離弁

閉止※３

非常用ガス処理系

起動※３

（空調系確保）（格納容器隔離） 

格納容器代替スプレイ系
（常設），格納容器代替
スプレイ系（可搬型）に
よる格納容器スプレイ



20５．主な指摘事項への回答（その１）

（指摘事項）直流電源喪失した場合の対応について説明すること。
（回答）

第2.3.3.1－3図 全交流動力電源喪失（外部電源喪失＋ＤＧ失敗）
＋直流電源喪失の作業と所要時間

責任者 当直長 1人
中央監視

緊急時対策本部連絡

指揮者 当直副長 1人 運転員操作指揮

通報連絡者
緊急時対策

本部要員
5人

中央制御室連絡

発電所外部連絡

運転員

（中央制御室）

緊急時対策要員

（現場）

・ 原子炉スクラム，タービントリップ確認

・ 全給水喪失確認

・ 主蒸気隔離弁全閉確認／逃がし安全弁による原子炉圧力制御確認

・ 原子炉隔離時冷却系起動失敗確認

・ 高圧炉心スプレイ系起動失敗確認

・ 低圧炉心スプレイ系，残留熱除去系起動失敗確認

・ 直流電源喪失確認

・ 高圧・低圧注水機能喪失判断

ガスタービン発電機起動操作
（1人）

A
― ・ ガスタービン発電機起動，受電操作

非常用高圧母線受電操作
（1人）

A

※４

↓

（2人）

・ 非常用高圧母線受電準備・受電確認

所内用蓄電池切替操作 ― ― ・ 所内用蓄電池切替操作

原子炉急速減圧操作
（1人）

A
― ・ 逃がし安全弁　６弁　手動開放操作

低圧原子炉代替注水系

（常設）起動操作

（1人）

A
― ・ 低圧原子炉代替注水系（常設）起動/運転確認/系統構成

低圧原子炉代替注水系

（常設）注水操作

（1人）

A
― ・ 低圧原子炉代替注水系（常設）注水弁操作

アクセスルート確保作業 ― 2人 ・ アクセスルート確保

・ 大量送水車による低圧原子炉代替注水槽への注水準備（大量送水車

　 移動，ホース敷設（輪谷貯水槽から大量送水車，大量送水車から接続

　 口），ホース接続）

・ 大量送水車による低圧原子炉代替注水槽への補給

―

※1

↓

（12人）※2

・ 資機材配置及びホース敷設　起動及び系統水張り

―
3人

※3
・ 電源ケーブル接続，受電

― ― ・ 原子炉補機代替冷却系　系統構成

（1人）

A
― ・ 格納容器ベント準備(格納容器ベントライン構成)

― ― ・ 格納容器ベント準備(格納容器ベントライン構成)

―

※3

↓

（2人）※４

・ 水素濃度測定装置準備

―

※2

↓

（2人）

・ 可搬式窒素供給装置準備

（1人）

A
― ・ 格納容器ベント操作

― ― ・ 格納容器ベント操作

燃料給油準備 ― ・ 軽油タンク，ディーゼル燃料貯蔵タンクからタンクローリへの補給

燃料給油作業 ― ・ 大量送水車，大型送水ポンプ車への給油

使用済燃料プール冷却　再開
（1人）

A
― ・ 燃料プール冷却系再起動

機能喪失機器復旧
招集

要員等
― ・ 機能喪失した機器の復旧作業

必要人員数　合計
１人

A
21人

格納容器ベント準備操作

・燃料プール冷却水ポンプを再起動し燃料

　プールの冷却を再開する。

・必要に応じてスキマサージタンクへの補給

　を実施する。

50分

1時間50分

（2人）

B,C

1時間20分

30

―

10分

10分

経過時間（時間）

18 19 20 298

―

（2人）

B,C

原子炉補機代替冷却系準備

操作

―

1時間20分

6時間10分

1時間10分

　　　約3分　原子炉水位低（レベル2）

（）内の数字は他の作業終了後，移動して対応する人員数。

―

      適宜実施

　　　　　　　　　適宜実施

2時間40分

50分

10分

10分

1時間50分

　　　　　　　　　　原子炉水位をレベル3～レベル8で維持

操作項目 操作の内容

　事象発生

　原子炉スクラム

1人

A

31 6510 17 28

10分

7540 50 60 1 6 272 3 4 9 23 24

全交流動力電源喪失（外部電源喪失＋DG失敗）＋直流電源喪失

10 20 25 26

経過時間（日）経過時間（分）

16

４人

B,C,D,E

―

―

―

―

（2人）

D,E

―

―

―

―

30

―

実施箇所・必要人員数

運転員

（現場）

―

格納容器ベント操作

―

― ―状況判断

4人

（2人）

D,E

―

輪谷貯水槽から低圧原子炉

代替注水槽への補給

12人

※1

　　　　　　　　　　適宜実施

―

2人

B,C
20分

10分

1時間20分

1時間30分

約30分 原子炉急速減圧

低圧原子炉代替注水系（常設） 原子炉注水開始

約17時間 格納容器圧力245kPa[gage]到達

約24時間 格納容器圧力427kPa[gage]到達



21５．主な指摘事項への回答（その２）

（指摘事項）資料3-2別紙7-2の「ベント実施までの代替格納容器スプレイの運用について」に
ついて，炉心損傷がない場合に代替格納容器スプレイを制限する理由を詳細に説明する
こと。

（回答）炉心損傷前に外部水源による格納容器スプレイを行った以降，炉心損傷が発生した場
合には，格納容器スプレイの実施による格納容器ベントの遅延時間が短くなることが考え
られる。このため，炉心損傷前の格納容器スプレイの実施は極力控え，炉心損傷に備え
て，外部水源からの格納容器への注水量を抑えることを基本とする。なお，残留熱除去系
の早期復旧が見込まれる場合は，格納容器スプレイにより格納容器ベントの遅延を図り，
残留熱除去系復旧後，格納容器の除熱を行うことで格納容器ベントを回避する。

炉心損傷前 炉心損傷後

起
動

・格納容器圧力384kPa以上及び残留熱除系の早期復旧見込
みがある場合（最高使用圧力の0.9倍）
（13.7kPa～384kPaの範囲で制御）
・ドライウェル温度171℃接近及び残留熱除去系の早期復旧見
込みがある場合

・格納容器圧力640kPa以上
（最高使用圧力の1.5倍）
（588kPa～640kPaの範囲で制御）
・ドライウェル温度190℃接近

停
止
・サプレッション・プール水位4.9m到達
（真空破壊弁位置）

・外部水源からの総注水量4,000m3到達
（ベント管-1m）

第１表 格納容器スプレイ起動・停止判断基準


